
 

 

令和６年度青葉の森公園芸術文化ホール指定管理者管理運営状況評価 

 

１ 概要 

(1)施設名等 

施 設 名 青葉の森公園芸術文化ホール 

指 定 管 理 者 公益財団法人千葉県文化振興財団 

指 定 管 理 期 間  令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで（５年間） 

評 価 対 象 年 度  令和６年度 

第三者評価の有無（今回） 無 

施 設 所 管 課 環境生活部スポーツ・文化局文化振興課 

 

(2)施設の設置目的等 

設置目的 
伝統芸能の保存継承及び県民参加による優れた文化芸術の創造・発表・鑑賞
等の拡充を図る。 

指定管理者が行う
業務の範囲 

① 文化活動のための施設の提供 
② 集会のための会場の提供 
③ 県民の文化芸術の振興を図るための事業の企画及び実施 
④ その他文化会館の設置の目的を達成するための業務 

 

(3)施設の運営状況 

年度 
利用者 

(人)※１ 

事業費等の内訳（千円） 

指定管理料 

(A) 

その他維持 

管理費(B)※２ 

使用料等 

県収入(C) 

県の収支 

(C-A-B) 

(参考) 

利用料金 

令和６ 102,904 129,054 110,242 20 △239,276 30,879 

(参考) 

令和５ 
102,874 127,642 11,168 20 △138,790 30,451 

※１ カウント方法：施設全体（ホール、練習室、会議室、大展示室、小展示室）の利用者数 
※２ 維持補修費、委託料、工事請負費、備品購入費（指定管理料に含まれるものを除く） 
 

２ 評価結果 

(1)管理運営状況評価 

■管理業務の実施状況に関する事項 

評価項目 評価 評価理由等 

施設の設置目的・ 

法令等の遵守等 
Ａ 

千葉県立文化会館の設置及び管理に関する条例をはじめとする関

係法令を遵守した管理運営を行った。個人情報及びデータは適正に

管理されていた。県への定期的な報告、日常の相談や連絡等も適切

に行われた。 

安全性の確保 Ｓ 

職員による日常点検に加え、「施設維持管理年間作業計画表」を作成

し、専門業者等による定期点検を計画的に実施し、施設の安全確保

を図った。 



 

 

年２回の総合防災訓練を実施したほか、千葉市の指定避難所とし

て、千葉市や地元の避難所運営委員会と調整を図り、合同防災訓練

を実施した。また、不測の事態に備えて危機管理マニュアルを整備

するとともに、指定管理者が独自に作成した「防災カード」を全て

の職員が常に携行し、発災時に直ちに防災行動をとれるよう意識付

けを行っている。 

適切な管理運営 Ａ 

警備、清掃等は催し物の状況に応じて適切に実施されており、主催

者に対しては、イベント運営や舞台全般に対するきめ細かい助言を

行った。多くの職員がサービス介助士や認知症サポーター等の資格

を有し、来所者の問い合わせや要望に迅速に対応するなど、あらゆ

る人が利用しやすい環境整備に努めた。 

適切な財産管理 Ａ 

舞台・照明・音響設備については、職員による日常点検と専門業者

による点検を計画的に行い、適切な維持管理を行った。点検で確認

された不具合や突発的に発生した設備機器の不具合や故障につい

て、適切に対応した。また、有資格者が日頃から細部にわたり自主

点検を行い、専門業者と情報交換を行う等保全管理に努めた。 

 

■事業の企画運営に関する事項 

評価項目 評価 評価理由等 

事業の実施 

(必須事業) 
Ｓ 

令和6年度は35事業20公演を実施した。 

能舞台を有する施設としての特色を活かし、能舞台ＷＥＥＫ！中に

開催した「第44回青葉能」は、シテ方喜多流及び狂言方大蔵流それ

ぞれから人間国宝の能楽師が出演し、子どもの入場料を無料とし、 

県民に質の高い能楽公演の鑑賞機会を提供した。また、能舞台を活

用した現代演劇公演や近隣小学校の能舞台見学等、様々な形で伝統

芸能に触れ親しむ事業を行った。 

公園内にあるというホールの特性を活かし、0 歳から参加できるワ

ークショップを開催するなど、子どもを含めたあらゆる人々が文化

芸術に触れ親しむ機会を提供した。 

サービスの向上 

地域の連携等 
Ａ 

県立文化会館４館の指定管理者として、ホームページのデザインを

４館で統一し、スマートフォンやタブレットにも対応させている。

４館の主催公演情報が一元化されたイベントカレンダーの作成、主

催公演の若者向け割引チケットの販売、公演チケットを他の県立文

化会館で購入可能とするなど、利用者の利便性向上に取り組んだ。 

また、公園内施設と連携した広報や文化事業を行ったほか、千葉大

学に講師派遣し、文化芸術や公演制作に係る講義を行った。 

 

■施設利用状況に関する事項 

評価項目 評価 評価理由等 

利用者数、稼働率、 

料金収入等 
Ａ 

千葉県文化会館の休館により移動してきた催物があること等によ

り、ホール利用率は88.3％（前年度88.2％）と増加し、利用者数、

利用料収入も増加した。 

管理運営体制 Ａ 

施設を管理運営するために必要な組織、人員配置を整え、適切に運

営した。危機管理対策や事業企画、アートマネジメントなど、様々

な研修機会を設け、職員の能力向上に努めた。 



 

 

収支状況 Ａ 
光熱費高騰による影響を受ける中、利用料金収入の増や経費の縮減

などに取り組み、黒字となった。 

利用者意見の反映 

利用者満足度 
Ａ 

館内にアンケートボックスを設置し、利用者、来場者からの意見に

対して速やかに回答し、会館内に掲示した。施設全体の満足度につ

いては、「満足」と「やや満足」で95.3％と高い満足度を得ている。 

 

■総合評価 

評価 評価理由等 

良好 
各項目の合計点数  ２３点／３０点（７７％） 

各項目の評価点数の平均点  ２．３点 

 

(2)特記事項 

特に評価される点 

・文化芸術振興事業においては、能舞台を有する施設としての特色を

活かし、質の高い能楽公演の開催や、様々な形で伝統芸能に触れ親し

む事業を行った。また、公園内にある立地を活かし、子どもを含めた

あらゆる人々が文化芸術に触れ親しむ機会を提供した。 

・施設の安全確保については、日常点検や定期点検の実施の他、実践

的な防災訓練の実施や危機管理マニュアル等の整備により、発災時に

直ちに防災行動をとれるよう意識付けを行っている。 

次年度に向けて 

改善が望まれる点 
特になし。 

前年度評価で改善が 

望まれる点と指摘された点

とその改善状況 

該当なし。 

 

(3)第三者評価におけるその他の意見 

第三者評価は実施していない。 

 


